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運慶作と確認されている31体の仏像の所在

滝山寺本堂（岡崎市滝町）

聖観音立像

運慶作

　　　寺　　　　名
光得寺　←　樺崎寺（真言律宗）
真如苑　　　 （2008年購入）
浄楽寺他　　（真言宗）
願成就院　　（真言宗）
滝山寺　　　（天台宗）
六波羅蜜寺　（真言宗）
東大寺　　　（華厳宗）
興福寺　　　（法相宗）
円成寺　　　（真言宗）
金剛峯寺　　（真言宗）

数
１
１
６
５
３
１
３
４
１
６
３１

都府県
栃　木
東　京
神奈川
静　岡
愛　知
京　都
奈　良
奈　良
奈　良
和歌山

合　　　　計

　

滝
山
寺
の
国
指
定
重
要
文
化
財

　

滝
山
寺
宝
物
殿
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

三
体
の
仏
像
が
薄
暗
い
空
間
の
奥
に
た
た
ず
ん

で
い
た
。
国
指
定
の
重
要
文
化
財
と
い
う
の
で
、

さ
ぞ
や
厳
重
に
展
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
想

像
し
て
い
た
が
、
中
央
に
聖
観
音
、
脇
に
は
梵

天
と
帝
釈
天
が
息
を
吹
き
か
け
ら
れ
る
ほ
ど
の

間
近
に
、
並
ん
で
い
た
。
仏
師
運
慶
・
湛
慶
父

子
作
の
三
尊
で
あ
る
。
運
慶
の
作
品
と
い
う
と

東
大
寺
南
大
門
金
剛
力
士
像
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
が
、
魅
惑
的
な
優
美
さ
を
漂
わ
せ
て

い
た
。
驚
き
で
あ
っ
た
。

　

中
央
の
聖
観
音
の
背
丈
は
約
一
七
四
セ
ン
チ
、

眼
光
に
引
き
込
ま
れ
る
。
人
形
の
よ
う
な
感
じ

も
受
け
る
。
梵
天
に
施
さ
れ
た
胡ご

粉ふ
ん

の
白
さ
が

光
る
。
帝
釈
天
は
一
○
六
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、

た
い
へ
ん
な
男
前
の
お
顔
立
ち
に
圧
倒
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
も
美
し
い
彩
色
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

滝
山
寺
の
こ
の
仏
像
三
体
が
運
慶
・
湛
慶
作

と
判
明
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七

九
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
『
滝
山
寺
縁

起
』
の
翻ほ

ん

刻こ
く

を
き
っ
か
け
に
、
美
術
史
家
や
文

化
庁
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、『
滝
山

寺
縁
起
』
に
「
惣そ

う

持じ

禅ぜ
ん

院い
ん

仏ぶ
つ

」
と
し
て
登
場
す

る
三
尊
が
、
同
一
の
仏
像
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ

証
明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
聖
観
音
立
像
を
Ｘ
線

透
視
撮
影
す
る
と
、
頭
部
内
に
針
金
で
吊
る
し

た
小
さ
な
紙
包
状
の
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。

『
滝
山
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
紙
包
み
の

中
身
は
源
頼
朝
の
鬚ひ

げ

（
あ
ご
ひ
げ
）
と
歯
で
あ

り
、
そ
の
像
の
背
丈
は
、
源
頼
朝
と
等
身
大
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
六

年
に
は
、
こ
の
三
体
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

全
国
に
三
十
一
体
の
運
慶
作
の
仏
像

　

現
在
、
運
慶
作
と
認
め
ら
れ
て
い
る
仏
像
は

全
国
で
三
十
一
体
存
在
す
る
。
そ
の
所
蔵
者
を

調
べ
て
み
る
と
左
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
奈
良
仏
教
の
流
れ
に
あ
る
宗
派
の
名
刹
ば

か
り
で
あ
る
。

　

運
慶
の
生
誕
年
は
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
、

息
子
の
湛
慶
が
一
一
七
三
年
生
誕
と
あ
る
の
で
、

運
慶
は
一
一
○
○
年
代
中
頃
の
生
ま
れ
で
あ
ろ

う
。
当
時
、
天
台
宗
・
真
言
宗
な
ど
の
旧
仏
教

勢
力
は
、
大
き
な
力
を
保
っ
て
い
た
。
関
東
に

は
武
士
団
が
、
畿
内
は
朝
廷
の
力
が
及
ん
で
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
仏
像
が
鎌
倉
と
京
都
、
奈

良
に
多
い
の
は
納
得
が
で
き
る
。
伊
豆
の
願
成

就
院
は
、
義
父
の
北
条
時
政
の
氏
寺
と
い
う
格

式
で
あ
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
三
河
の
滝
山

寺
に
三
体
も
存
在
す
る
の
か
。
と
て
も
興
味
深

い
。

　

源
頼
朝
公
三
回
忌
法
要
に

　

こ
の
答
え
は
、寺
に
伝
わ
る『
滝
山
寺
縁
起
』

に
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

滝
山
寺
縁
起

　
「
惣
持
禅
院
の
堂
は
、
鎌
倉
右
大
将
家
の
御

為
な
り
。
彼
の
鬚
と
歯
を
仏
身
に
納
め
、
彼
の

等
身
を
、
仏
の
寸
法
と
し
て
造
る
な
り
。（
略
）

右
大
将
は
正
治
元
年
己
未
正
月
十
三
日
に
崩
御

じ
ゅ
い
ん

が
ん
じ
ょ
う

三河の文化を訪ねて 第　105　回

－岡　崎－

岡
崎
市
立
常
磐
中
学
校
長

戸　

澤　　
　

剛

運
慶
作
三
尊
像
を
滝
山
寺
に
誘
っ
た

　

式
部
僧
都　

寛
伝

い
ざ
な

し
き　
　

べ　
　

そ
う　
　

ず　
　
　
　
　

か
ん　
　

で
ん
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口元に見える濃い影は像内納入品で、
『滝山寺縁起』によれば、源頼朝の鬚と
歯であるらしい。

熱
田
大
宮
司
家
系

熱
田
大
宮
司

熱
田
大
宮
司

熱
田
大
宮
司

藤
原
季
兼

熱
田
大
宮
司
の
娘

松
御
前 熱

田
大
宮
司

藤
原
季
範

源　

義
朝

藤
原
範
忠

藤
原
範
雅

滝
山
寺
長
暹

滝
山
寺寛

伝

滝
山
寺
祐
範

足
利
義
康

足
利
義
兼

源　

頼
朝

足
利
義
房

女
子　
由
良
御
前

女
子

す
。
土
御
門
の
正
治
二
年
庚
申
月
日
よ
り
造
り

始
め
、
同
三
年
正
月
十
三
日
に
供
養
を
遂
ぐ
る

な
り
。
第
三
年
に
当
た
る
故
な
り
。
本
尊
は
聖

観
音
、
脇
士
は
梵
天
・
帝
釈
な
り
。
仏
師
八
条

の
運
慶
・
同
子
息
湛
慶
十
八
才
。
両
界
の
曼
陀

羅
泥
絵
・
八
祖
の
御
影
、
右
大
将
家
御
菩
提
の

為
に
、
式
部
僧
都
寛
伝
造
立
す
。
建
仁
元
年
に

供
養
す
。」（
引
用 

岡
崎
市
史
）

　

正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
一
月
に
亡
く
な
っ

た
源
頼
朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
「
式
部
僧
都

寛
伝
が
、
惣
持
禅
院
を
建
立
。
三
回
忌
に
合
わ

せ
て
仏
像
を
作
ら
せ
、
一
二
○
一
年
一
月
に
供

養
し
た
。
頼
朝
の
鬚
と
歯
を
形
見
と
し
て
受
け

取
り
、
頼
朝
の
等
身
大
の
聖
観
音
を
造
り
、
そ

の
仏
身
に
納
め
た
。
仏
師
は
、
運
慶
と
そ
の
子

湛
慶
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
幕
府
初
代
征
夷
大
将
軍
の
三
回
忌
の
法

要
を
滝
山
寺
で
行
っ
た
「
式
部
僧
都
寛
伝
」
な

る
人
物
は
、
頼
朝
と
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
日
本
随
一
の
名
高
き
運

慶
に
仏
像
を
作
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
寛
伝
と

は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

頼
朝
、
熱
田
で
の
誕
生

　

源
頼
朝
の
生
誕
に
つ
い
て
は
、『
平
家
物
語
』

を
始
め
、
多
く
の
文
献
に
、
尾
張
熱
田
神
宮
大

宮
司
の
藤
原
季す

え

範の
り

の
別
邸
と
あ
る
。
現
在
、
熱

田
神
宮
西
門
前
の
誓
願
寺
の
門
前
に
頼
朝
出
生

地
を
示
す
表
示
が
あ
る
。

　
「
こ
の
地
は
平
安
時
代
末
期
、
熱
田
大
宮
司

藤
原
氏
の
別
邸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
藤
原
季

範
の
娘
由ゆ

良ら

御ご

前ぜ
ん

は
、
源
義
朝
の
正
室
と
な
り
、

身
ご
も
っ
て
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
熱
田
の

実
家
に
帰
り
、
こ
の
別
邸
で
頼
朝
を
生
ん
だ
と

い
わ
れ
る
。　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
」。

　

母
で
あ
る
由
良
御
前
の
父
藤
原
季
範
が
、
当

時
熱
田
大
宮
司
職
に
あ
り
、
由
良
御
前
が
里
帰

り
し
、
熱
田
で
出
産
を
迎
え
た
こ
と
は
頷
け
る
。

　

そ
の
後
、
頼
朝
は
、
わ
ず
か
九
歳
で
保
元
の

乱
の
功
績
に
よ
り
官
職
を
得
る
と
い
う
武
士
の

時
代
の
黎
明
の
中
に
い
た
。

　

頼
朝
と
寛
伝
は
従
兄
弟
！

　

寛
伝
と
熱
田
神
宮
と
の
つ
な
が
り

を
調
べ
る
た
め
、
熱
田
神
宮
宝
物
館

へ
足
を
運
ん
だ
。

　

寛
伝
の
父
で
あ
る
「
藤
原
範の

り

忠た
だ

」

は
、
祖
父
の
藤
原
季
範
の
死
去
に
伴

い
、
一
一
五
五
年
に
熱
田
大
宮
司
に

就
任
し
て
い
る
。

　

寛
伝
は
、
一
一
四
二
年
に
誕
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
頼
朝
誕
生
時
に

は
五
歳
で
あ
る
。
生
家
の
熱
田
大
宮

司
家
で
生
誕
時
に
、
頼
朝
と
寛
伝
が

出
会
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
祖
父

の
藤
原
季
範
は
、
多
く
の
時
間
を
都
で
過
ご
し

て
い
た
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
後
も
、

都
や
熱
田
で
共
に
同
じ
時
を
過
ご
す
こ
と
は
多

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
寛
伝
と
頼
朝
は
、
従
兄

弟
同
士
と
い
う
血
縁
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
幼

少
期
、
寛
伝
と
武
士
の
世
界
に
生
き
よ
う
と
し

て
い
た
頼
朝
に
、
幾
度
と
な
く
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

運
慶
作
の
三
体
の
仏
像
が
、
三
河
の
滝
山
寺

に
た
た
ず
む
謎
が
、
次
第
に
見
え
て
き
た
。

　

日
光
山
満
願
寺
住
職
か
ら
滝
山
寺
へ

　

滝
山
寺
縁
起
に
よ
れ
ば
、
寛
伝
は
少
年
の
頃
、

滝
山
寺
に
入
寺
し
て
い
た
叔
父
の
粟あ

わ

田た

口ぐ
ち

法ほ
う

眼が
ん

長
暹
（
由
良
御
前
の
弟
）
ら
を
頼
っ
て
、
修
行

の
道
に
入
っ
た
。
滝
山
寺
は
、
天
武
天
皇
の
命

で
金
色
の
薬
師
如
来
像
を
祀
る
吉
祥
寺
と
し
て

創
建
さ
れ
た
。
一
旦
は
、
荒
寺
と
な
っ
て
い
た

が
、
比
叡
山
で
修
行
し
た
天
台
宗
の
仏
泉
上
人

永
救
が
再
興
し
、
次
い
で
熱
田
神
宮
大
宮
司
藤

原
南
家
の
保
護
を
受
け
て
い
た
。　

　

滝
山
寺
で
天
台
僧
と
し
て
出
発
し
た
寛
伝
は
、

そ
の
後
、
京
都
「
真
言
宗
総
本
山
仁
和
寺
」
で

修
行
し
、
真
言
僧
と
し
て
大
成
し
、
僧そ

う

都ず

に
ま

で
に
な
っ
て
い
た
。

　
「
日
光
山
列
祖
伝
」（
栃
木
県
史
・
資
料
編

中
世
四
）
の
「
第
十
九
代
座
主
觀
纒
儈
都
傳
」

の
記
載
に
よ
る
と
、
一
一
八
二
年
、
寛
伝
が

四
十
一
歳
の
時
に
、
源
頼
朝
の
強
い
推
挙
に
よ

り
、
下
野
国
（
栃
木
県
）
日
光
山
満
願
寺
の
第

十
九
世
座
主
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
衆
徒
と
の

関
係
が
悪
化
し
、
わ
ず
か
二
か
月
で
三
河
の
額

田
郡
に
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
じ
史
料
に
は
、

さ
ら
に
「
而
し
て
六
十
六
郷
を
領
す
。」
と
あ

り
、
額
田
郡
に
戻
っ
た
寛
伝
が
六
十
六
郷
も
領

地
を
得
て
い
る
。
こ
の
厚
遇
に
は
、
熱
田
大
宮

司
家
と
源
頼
朝
の
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

時
は
、
伊
豆
に
流
さ
れ
て
い
た
頼
朝
が
、
平

氏
追
討
の
令
旨
（
一
一
八
〇
年
）
を
受
け
、
源

氏
再
興
の
挙
兵
を
果
た
し
、
一
一
八
四
年
一
ノ

谷
合
戦
大
勝
利
と
い
う
狭
間
に
あ
っ
た
。
源
氏

隆
盛
の
幕
開
け
と
言
え
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　

頼
朝
の
急
逝
に

　

一
一
九
九
年
、
源
頼
朝
は
五
十
三
才
で
急
逝

し
た
。
五
歳
年
上
の
従
兄
弟
、
寛
伝
に
と
っ
て
、

こ
の
急
逝
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
『
滝
山
寺
縁
起
』
に
、
次
の
記
述
が

あ
る
。

「
式
部
僧
都
御
坊
の
沙
汰
と
為
て
、
惣
持
禅
院

を
建
立
し
、
十
口
の
供
僧
を
置
き
、
右
大
将
家

の
御
菩
提
を
訪
ひ
奉
る
料
所
、
当
郡
の
内
に
て

十
町
を
寄
進
さ
れ
畢
ぬ
。
仏
法
興
隆
・
人
法
繁 ぬ

か

た
ご
お
り

え
い
き
ょ
う

ぶ
っ
せ
ん
し
ょ
う
に
ん

つ
ち　
み　
か
ど

し
も
つ
け
の
く
に

か
ん
で
ん
そ
う　
ず　
で
ん
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梵
天
立
像
（
右
脇
）

聖
観
音
立
像
（
中
央
）

頼
朝
と
同
背
丈　

一
七
四
㎝

帝
釈
天
立
像
（
左
脇
）

男前の顔立ちの帝釈天

昌
、
此
の
故
に
依
る
な
り
」（
引
用　

岡
崎
市
史
）

　

三
回
忌
の
法
要
の
た
め
に
十
人
の
供ば

ん

僧そ
う

を
置
き
、
訪
問
者
の
た

め
の
経
費
の
財
源
と
し
て
、
料
田
一
○
町
を
寄
進
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
経
蔵
造
り
五
間
檜
皮
葺
の
惣
持
禅
院
、
運
慶
・
湛
慶
作

の
三
尊
像
な
ど
、
す
べ
て
を
成
し
遂
げ
る
に
は
莫
大
な
費
用
が
掛

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
私
財
の
提
供
以
外
に
も
、
姻
戚
関
係
に
あ

る
生
家
の
熱
田
大
宮
司
家
、
鎌
倉
公
方
家
な
ど
か
ら
も
多
く
の
援

助
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

法
要
ま
で
は
実
質
二
年
間
で
あ
る
。
短
期
間
で
大
事
業
を
三
河

で
行
っ
た
寛
伝
の
意
気
込
み
は
、
計
り
知
れ
な
い
。
従
兄
弟
同
士

の
二
人
は
普
段
か
ら
、
か
な
り
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
武
士
の
世
界
に
生
き
る
頼
朝
に
と
っ
て
、
本
当
に
気
心
を

許
せ
る
数
少
な
い
人
物
の
一
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

頼
朝
と
寛
伝

　

そ
う
考
え
る
と
納
得
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
日
光
山
満
願
寺

座
主
の
地
位
を
寛
伝
に
与
え
た
頼
朝
に
対
し
、
わ
ず
か
二
か
月
で

額
田
郡
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
寛
伝
は
、
頼
朝
の
顔
に
泥
を
塗
っ
た

こ
と
に
な
る
。
絶
縁
関
係
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
だ
が
、

寛
伝
は
滝
山
寺
に
入
り
、
六
十
六
郷
を
領
す
る
と
い
う
厚
遇
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
関
係
は
「
無
二
の
親
友
」
以
上
の
も
の

が
あ
っ
た
と
想

像
が
膨
ら
む
。

　

頼
朝
の
急
逝

に
は
、
深
い
悲

し
み
と
と
も
に
、

頼
朝
か
ら
受
け

た
恩
へ
の
奉
公

の
念
が
湧
き
あ

が
っ
た
に
違
い

な
い
。
鎌
倉
で
も
な
く
京
都
で
も
な
い
、
三
河
の
滝
山
寺
に
お
い

て
、
頼
朝
の
遺
鬚
と
歯
を
運
慶
作
の
聖
観
音
仏
頭
に
入
れ
、
法
要

を
行
っ
た
寛
伝
の
企
画
に
驚
き
と
感
動
を
覚
え
る
。
こ
の
三
回
忌

か
ら
三
年
後
、
六
十
四
歳
で
寛
伝
は
没
し
た
と
記
録
に
あ
る
。

　

そ
の
後
、
室
町
時
代
を
迎
え
、
足
利
家
・
公
家
が
鎌
倉
仏
教
と

呼
ば
れ
る
臨
済
宗
等
と
積
極
的
に
結
び
つ
き
、
そ
の
保
護
の
下
、

宗
勢
を
伸
ば
し
た
一
方
で
、
旧
仏
教
の
天
台
宗
滝
山
寺
は
江
戸
開

幕
ま
で
荒
れ
果
て
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
江
戸
開
幕
と
と
も
に
、
家
康
の
神
号
を
「
東
照
大
権

現
」
と
称
す
る
ま
で
の
力
を
持
っ
て
い
た
天
台
宗
の
勢
力
下
で
、

滝
山
寺
は
再
興
さ
れ
、
東
照
宮
が
置
か
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
明
治
維
新
後
は
、
領
地
を
失
い
、
東
照
宮
も
独
立
す

る
な
ど
、
規
模
が
小
さ
く
な
っ
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
る

ま
で
、
寺
の
盛
衰
の
歴
史
の
中
で
、
三
尊
が
散
逸
せ
ず
、
約
八
百

年
も
こ
の
地
に
あ
る
こ
と
は
奇
跡
に
近
い
。
家
康
、
秀
吉
、
信
長

以
前
の
日
本
の
中
世
は
難
解
で
あ
り
、
ま
し
て
三
河
の
地
と
は
縁

の
薄
い
時
代
と
思
っ
て
い
た
が
、
執
筆
調
査
を
通
し
て
、
大
き
な

歴
史
の
中
に
こ
の
三
河
の
存
在
が
あ
る
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
。

ぬ
か
た
ご
お
り

ひ
わ　
だ　
ぶ
き
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